
お茶って、な~に

チャ節（Section Thea）

チャ（C. sinensis (L.) O. kuntze）

中国種（ C. sinensis var. sinensis ）

アッサム種（ C. sinensis var. assamica）

ツバキ節（Section Camellia）

サザンカ節（Section Paracamellia）等 11節

ツバキ属
（genus

Camellia）

チャはツバキの仲間、でも飲用されるのは茶樹だけ
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チャが他の植物と異なる点
☆カフェイン
☆ガレート型のカテキン
☆テアニン
☆その他(フッ素、アルミ等)

ツバキ

サザンカ

チャの特質

中国種

アッサム種

お茶の始まり

神 農 達磨和尚

修行のとき、眠気を覚ますた
め、まゆげをそぎ落としたの
が湯に入り、お茶になったと
言われる。

お茶の別名は

めざまし草

西暦500年前後に陶弘景
(452-536)がまとめた『神農
本草経』に「神農嘗百草、日
遇七十二毒、得荼而解之

日本にも
仏教ととも
に伝来し、
文化的に
も大きく育
て上げて
きた

お茶を飲んで
よかったＨＰより引用

5
Wikipediaより引用
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老

化
に
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茶は上薬
陶弘景は「神農本草
経集注」により苦菜
を茶とした

最古の薬書
（後漢1～2世紀）

トピックス
お茶は薬草？

薬草 ⇒ 嗜好品
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茶経陸 羽

お茶の波及
ＨＰより引用

陸羽の時代の「茶」は、粉末状にしたも
のを、主に葱や生姜等と一緒に煮て飲
む、「スープのような茶」に使われてい
た。陸羽はそれを、「溝の捨て水」とし
て非難し、「茶経」を記し、茶だけで愉
しむように提案した。

薬草 ⇒ 嗜好品

食べる ⇒ 飲む
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お茶の発祥と伝搬 紀元前(2000年以上前～)

茶樹の起源

茶の文化発祥 茶の伝搬

茶の伝搬

茶の伝搬
茶の伝搬

茶の伝搬

茶の伝搬

少数民族による
食べる茶の伝搬

少数民族による
飲む茶の伝搬

茶の文化形成
（陸羽(700～785）

茶経；茶は南方の嘉木なり

漢 三国 普 隋 唐 宋 元 明 清 中国
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縄文 弥生 飛鳥奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山江戸 明治 大正昭和平成

発酵茶

緑茶

茶経 喫茶養生記 紅茶が世界
に広まる

茶には2000年の歴史。中国から世界中に多様に進化

食べる茶 味

香り

蒸し製

釜炒り製

中国茶の変遷

宋代
「片茶」精巧細微な貢納用の固形茶

唐代
「餅茶」固形茶

明代
貢納用の固形茶の献上を一律葉茶にした。中国本土での固形茶飲用の歴史は終焉

蒸製から釜炒製へ

明代以前、固形茶、葉茶ともに「蒸す」製法が中心。明代に釜で炒って製茶する技術が生まれ、
飲み方も茶壺（急須）を使用し、葉を湯に浸して出汁を飲む方法が普及。現代風の喫茶の始まり

清代以降の多様な茶類
釜炒り散茶の種類の多様化。伝統の緑茶と黒茶以外、紅茶、白茶、青茶の多様な発酵茶と再加工茶
である花茶（ジャスミン茶）が現れた。
青（烏龍）茶は清代の 1855 年頃
白茶は 1857 年頃
紅茶は明末・清初（1643 年頃）に発明

清代には、地域による喫茶の嗜好性の違いも顕著になり、福建や広州では烏龍茶が愛飲され、長江
の中下流域では緑茶、四川や雲南ではプーアル茶（黒茶）、茶の栽培が難しい北方では、北京中心に
花茶の消費が圧倒的に多くなった。

餅茶 片茶(団茶)

トピックス
「茶」の文字の起源は？

中国 唐時代(7～10世紀)
茶の呼び名は五種類
「茶」（と） ：早い時期に摘むもの
「檟」（か） ：苦いお茶
「蔎」（せつ）：西南地方の人の呼び名
「茗」（めい）：遅い時期に摘むもの
「荈」（せん）：遅い時期に摘むもの

荼

荼
↓
茶

めざせ！お茶博士こどもお茶小事典より引用

茶の分類
緑茶（不発酵茶）

蒸し製緑茶(日本式)

釜炒り製緑茶(中国式)

青茶「ウーロン茶」（半発酵茶）
紅茶（発酵茶）
※発酵：葉の酵素による酸化反応

黒茶「後発酵茶」（堆積茶）
※発酵：微生物発酵

その他
白茶
黄茶
二次加工茶

最近では中国式の６茶種に分類されることが多い お茶の種類の多様性
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縄文 弥生 飛鳥奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山江戸 明治 大正昭和平成

発酵茶

緑茶

茶経 喫茶養生記 紅茶が世界
に広まる

茶馬古道によるチベットへの茶の波及(7世紀頃～)

食べる茶 味

香り

蒸し製

釜炒り製

トピックス
茶馬古道

雲南省で取れた茶（磚茶）をチベットへ人および馬で運んだことから名付けられ
た交易路である。7世紀の唐や吐蕃の時代にはすでに交易が始められ、20世紀
中ごろが流通の絶頂期と言われる。
雲南省南部の易武が起点。景洪市やプーアル、那柯里などのメコン川沿いに雲

南省を北上し、虎街では町の真ん中を茶馬古道が通っている。

トピックス
チベットではバター茶

茶はチベット人の生活には欠かせない飲料。

茶馬古道で入った黒茶の磚茶を削りお茶を煮出し、牛乳やラクダ乳などの乳、
ヤク乳から作られたギー(ヤクのバター)などと塩を加え、沸騰させないように加
熱し、ドンモで攪拌して飲む

ドンモで攪拌して茶を作る

中国内モンゴルにおける磚茶文化
―茶馬交易が結んだ乳と茶― 

漢 三国 普 隋 唐 宋 元 明 清 中国
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縄文 弥生 飛鳥奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山江戸 明治 大正昭和平成

発酵茶

緑茶

茶経 喫茶養生記 紅茶が世界
に広まる

日本には仏教とともに波及(8世紀頃～)

食べる茶 味

香り

蒸し製

釜炒り製
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日本への茶の伝来

北中国・韓国ルート

中中国ルート

南中国ルート

北中国・韓国ルート

奈良時代( A.D.700頃) ⇒粉茶

中中国ルート
固形茶、粉末茶の伝来 ⇒抹茶

（A.D.1100頃)

南中国ルート
淹茶の伝来 ⇒ 煎茶

( A.D.1600頃)

喫茶養生記(栄西：1211)

①茶は身体衰弱、意志消沈のときは、
気力を強くする。

②茶は人を愉快な気持ちにさせ、酒の酔
いを醒まし、睡気を起こさない。

③茶は小便の通じが良く、喉の渇きをとり
さり、消化不良をなくす。

④茶は身を軽くし、脚気によい。
⑤茶は精神を整え、内臓を和らげ、身体
の疲労をやすらかに除く。

茶
者
養
生
之
仙
薬
也

延
齢
之
妙
術
也
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茶種の変遷

平安時代 団茶 上流階級

鎌倉時代 抹茶 武士、上流階級

江戸時代 抹茶、煎茶、釜炒り茶 上流階級

番茶 庶民

明治時代 煎茶、番茶

輸出用各種茶 輸出用

現在 機械製煎茶 国内用

日本における主要な茶の推移
時代とともに飲用茶も大きく変化してきた

日本における茶の文化の醸成

一茶 茶筒 茶飯事
茶うけ 茶碗 茶化
す 茶話会 茶菓
茶番 茶色 茶寿
茶堂 海老茶 茶飲
仲間 茶目っけ 浮
世茶屋 目茶目茶
茶托 滅茶苦茶 無
茶苦茶 日常茶飯事
茶番劇 茶髪 茶巾
茶目 お茶の子 茶
腹 お茶の間 茶箪
笥 茶尻 茶坊主日本文化には仏教と茶を切り

離して語れない

21摘採は手摘みから機械摘みに変わり、著しく摘採能率を向上してきた。製造は手揉みから機
械化され、徐々に投入量を増加させるとともに最近ではコンピュータ制御による自動化に技術
革新したことで、日本独自の生産加工技術を確立し、品質の高位平準化に貢献してきた

手摘み 可搬型摘採機 乗用型摘採機

手揉み 機械揉み ＦＡ対応機械揉み

緑茶生産方法の推移 お茶の産業化は明治期以降 庶民がお茶を飲めるようになったの
は江戸時代中期以降

煎じ茶 ⇒ 煎茶に

番茶 ⇒ せん茶 ⇒ 茶素材

緑茶消費方法の推移

世界における緑茶の生産量と輸出量

生産量
178.8万ｔ

日本
7.7万t

輸出量
36.1万ｔ

日本
0.4万ｔ

世界の茶の生産量と輸出量（2016）

緑茶＝中国茶＝釜炒り茶

茶の生産量と輸出量

生産量
５５６万ｔ

日本
約 7.7万t

輸出量 日本
179.8万ｔ 0.4万t

日本の茶は中国から伝わり、湯通しや
蒸気により酵素を不活化する方法。中
国ではその後すべて釜炒りに変化

トピックス
日本茶はガラパゴス化？

日本茶＝蒸し製
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発酵茶

緑茶

茶経 喫茶養生記 紅茶が世界
に広まる

ヨーロッパへの茶の波及(16世紀～) そして世界中に

食べる茶 味

香り

蒸し製

釜炒り製



広東 チャ

福建 テ南インド
ティ

スリランカ
テーイ

イギリス
ティー

ドイツ
テー

フランス
テ

南アフリカ
ティー

イタリア
テ

ポルトガル
チャ

ギリシャ
チャイ

ロシア
チャイ

トルコ
チャイ

イラン
チャ 日本

チャ

スペイン
テー

韓国
チャ

陸路

海路

モンゴル
チャイ

お茶が初めてヨーロッパに伝えられたのは16世紀
中頃。17世紀初期に緑茶から紅茶に変化し、19
世紀初期にインドで紅茶生産。19世紀中期にセ
イロンで生産開始。

ヨーロッパへのティーロード

26

中国からは
茶の機能性

日本からは
もてなしの文化

コーヒーハウスからティハウスに

茶の効能論争

緑茶 ⇒ 紅茶 ⇒ アフタヌーンティ

砂糖

ミルク

東洋文化への憧れ
から自国の文化に

シノワズリー
(中国趣味)

茶の湯の文化

コーヒーから紅茶に

エール(ビールの一種)

肉食文化

ヨーロッパにおける紅茶文化の成立

27

紅茶文化の定着

家庭への回帰
朝食文化の成立
マナーの成立

産業革命、植民地政策により
豊かな社会に

把手のないカップから
把手のあるカップに

大英帝国 ⇒ 世界に波及

トピックス
ティーカップにはなぜ把手が？

中国から伝来したお茶
当初は緑茶であり、同時
に飲み方や道具類も伝来 紅茶の開発とともに、自国でも紅茶の飲み方

に適した茶の道具類を製造するようになった

なかには、福建省厦門から武夷
山周辺のお茶も輸出された

やがてイギリスにおいて茶の主流にな
り、さらに好みに応じて発酵度をあげ
た製品づくりや、製法を綿密にした
「工夫紅茶」が中国で開発され、現在
の紅茶のもととなり、色は変われどブ
ラックティーと呼ばれている

トピックス
なぜ紅茶をブラックティーと呼ぶの？

イギリスにお茶が中国から輸入
されたのは17世紀後半

武夷山のお茶は緑茶から茶の色が
黒い半発酵茶も混在
当然、浸出液も黒みを帯びていた

そのお茶をブラックティーと呼んだ

ちなみに、日本では紅茶が世界的に広まって以降に
知られるようになったため、色から紅茶と呼ぶ

ボストンティパーティ事件(1773)

アメリカがイギリスから独立するきっか
けとなった事件

イギリスがアメリカに課した茶への重税に抗
議する人々がボストン湾に茶を投げ捨てた

アメリカの南北戦争の一端にもなった事件

トピックス
お茶は世界の歴史を変えた

アヘン戦争(1840～1842)

イギリスで飲茶の習慣が浸透し、茶
の輸入が激増するに伴い大量の銀が
清(中国)に流れたのでその赤字貿易
解消のためにアヘンを輸出したことが
きっかけとなった事件
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トピックス
ティーバッグとアイスティー

ティーバッグは、1908年にコーヒー貿易商であるトーマス・サリヴァンによって偶
然に発明されたというのが定説となっている

アイスティーは、1904年にアメリカ・セントルイスで開かれた万国博覧会でイギリ
ス人の紅茶商が提供したのがアイスティーの始まりだといわれます

アメリカでは、アイスティ、ティーバッグが中心
最近では、様々なタイプのティーバッグが開
発されている
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A minority race in China

Darjeeling

Sri LankaKenya Indonesia

世界のチャの栽培地域

Tea Belt

India

温暖地、緑茶産地 ；中国種
亜熱帯地、紅茶産地；アッサム種

図 日本茶の輸出量と金額の推移

日本茶の輸出量と金額の推移
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世界の茶のなかでの
日本茶の特質は!!

・浸出液が緑色であること

・蒸熱処理のため、浸出液

中に成分が溶出しやす

いこと

・旨味のアミノ酸含量が高

く、カテキン類の濃度が

低いこと

・香りに若葉の新鮮香が

あること

・針状のお茶であること

・ビタミンCを多く含むこと

・歴史、文化性が高いこと

日本茶の特質は 抹茶は世界のスーパーフード

抹茶は、
急須で淹れたお茶では摂取できない、プロ
ビタミンA(βカロテン)、ビタミンE(トコ
フェノール)、食物繊維なども摂取可能。

☆抹茶は美味しい
☆急須で淹れた場合、カテキンの40％
程度は茶殻に残るが、抹茶では全て
を摂取可能。

☆緑色が美しいのみならず、食品添加
素材としても有用。

抹茶は 美味しさと健康性で世界の関心事


